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１．研究計画の概要 
本研究では、第二言語習得による認知プロセ
スの変化について焦点を当てる。これまでの
オンライン実験研究から第二言語使用者の
英語の習得レベルは、第一言語および第二言
語の組み合わせとともに認知プロセスと深
く関わることが示唆された。これまでの研究
を継続・発展させ更に長期的な実験データ収
集により、第二言語の言語知識や使用経験が
増えるにつれ、どのように認知プロセスが変
わっていくかを科学的に追跡することを試
みる。反応時間データや質問紙に加えて眼球
運動測定といった生理学的な側面からの実
験方法も取り入れてデータの多様化を目指
す。多角的な観点から、多言語的・発達的に
見たバイリンガルプロセスモデルの構築お
よび裏付けを試みる。 
 
２．研究の進捗状況 
第二言語の言語知識や使用経験が増えるに
つれどのように認知プロセス（特に読みのプ
ロセス）が変わっていくかについて新たな実
験調査方法も取り入れてデータの多様化を
目指し、多言語的・発達的に見たバイリンガ
ルプロセスモデルの構築を進めている。初年
度に購入したアイトラッカー（眼球運動計測
機）を使い、文章レベルの読みの実験の実施
および改良を続けている。英語を母語とする
子どもの読み書き能力の研究、および日英バ
イリンガル環境での読み書き能力について
イギリスで文献収集を行うとともに、実際イ
ギリスに住む日英バイリンガル児がどのよ
うに第一・第二言語表記法を学ぶのか調査し
ている。また、第二言語の単語認知について
母語にさまざまな表記法を持つ英語使用者
を対象とした実験の結果を、第二言語の国際

学会や表記法のワークショップで発表した。
さらに日本語を第二言語とするバイリンガ
ルがどのように日本語を読むのかという観
点から手話話者および韓国語話者を対象に
日本語の語認知の共同研究を行い、国際学会
で発表した。2010年6月には来日した第二言
語の表記法およびマルチコンピタンス研究
で著名な英国ニューカッスル大学の Vivian 
Cook教授の講演会・ワークショップを企画・
実施した。現在、英国エセックス大学の共同
研究者とともに絵と日本語の文字（漢字・か
な）の意味アクセスの違いを調査する実験を
日英バイリンガル対象に進行中である。日英
バイリンガルの色の認知が日本語・英語の使
用状況によって変化することを示した共著
論文が、国際論文雑誌に掲載された。以上の
進行中の実験研究の結果から、読みの認知を
含むバイリンガルの認知は二つの言語に影
響されながら確立され、言語の使用状況によ
って柔軟に変化することがわかってきてい
る。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
(理由) 
文献研究、新しい実験のデザインおよび実験
の実施は順調に進み、いくつかの研究成果を
学会で発表した。国際学会で海外研究者と交
流することによって本研究についての新し
い実験方法の採用や共同研究が進行中であ
る。 
 
４．今後の研究の推進方策 
本研究の目的であるバイリンガル認知モデ
ルを構築するためにいくつかのバイリンガ
ル実験調査が並行しているので計画的に結
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果をまとめていく。まず、アイトラッカー（眼
球運動計測装置）の第一・第二言語の読みを
比較する実験では英語学習者を対象に継続
して行い、表記法の影響について考察する。
イギリス在住の日英バイリンガル児の読み
書きの発達の調査研究については調査方法
を改良しながら継続する。共同研究者と新規
に進行中のからだの部位の名称に関するバ
イリンガル認知の実験準備をすすめ、日本人
を対象に実施する。また、英国エセックス大
学の共同研究者らとバイリンガルの文字と
絵の意味アクセスについて6月に国際学会で
発表を行う。本年度後半は、それぞれの実験
の結果分析および論文を執筆し、今までの研
究成果を統括した考察を行うことでバイリ
ンガルプロセスモデルの構築をすすめる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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